
教科目の教授内容の改正案   

【保育の本質・目的の理解に関する科目】  〔現闇  〔改定案〕  【保育の本質・目的に関する科目】   

＜科目名＞ 保育原理（講義・4単位）  ＜科目名＞ 保育原理（講義・2単位）※単位数減少  

＜目標＞  

1．保育の意義について明確な認識をもたせ、その依拠する原因を理解させる。   

2．保育の場について、その歴史と類型について理解させる。   

3．保育所における保育の原理と特性、環簸、方法について理解させる。   

4．発達過程に応じた保育について理解させる。   

5．保育所における保育の鹿康・安全について理解させる。   

6．保育所における多様な保育ニーズについて理解させる。   

7．保育所と家庭、地域との連蔓敷こついて理解させる。   

8．保育所における相談援助の基本原理と実践について理解させも   

9．保育所における自己評価について理解させる。  

＜目標＞  

1．保育の意義について理解する。   

2．保育所保育指針における保育の基本について理解する。   

3．保育の内容と方法について理解する。   

4．保育の思想と歴史的変遷について理解する。   

5．保育の現状と課額について考察する。  

1．保育の意義  

（1）保育の理念と概念  

（2）子どもの最善の利益を考慮した保育  

（3）保護者との協働  

（4）保育の社会的意義  

（5）保育所保育と家庭的保育  

2．保育所保育指針における保育の基本  

（1）養護と教育の一体性  

（2）環境を通して行う保育  

（3）発達過程に応じた保育  

（4）保護者との緊密な連携  

（5）倫理観に裏付けられた保育士の専門性  

3．保育の目標と方法  

（1）現在を最もよく生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培う  

摩  

4．保育の思想と歴史的変遷  

（1）諸外国の保育の一取乱ヒ歴史  

（2）日本の保育の思想と歴史  

5．保育の現状と課跨  

（1）諸外国の保育の現状と課題  

（2）日本の保育の現状と課題   

1．保育の本質  

（1）保育の意義とその思想  

（2）保育の目標  

（3）子どもの発達特性  

（4）保育の原理  

2．保育の場  

（1）家庭  

（2）保育施設  

（3）家庭的保育  

3．保育の歴史と現状  

4．保育所保育の原理  

（1）保育の特性  

（2）保育の目標  

（3）保育の方法  

（4）保育の環境  

5．保育所保育の内容  

（1）保育の内容構成の基本方針  

（2）養護に関わるねらい及び内容  

（3）教育に関わるねらい及び内容  

6．保育所保育の計画  

（1）保育の計画作成上の基本的視点  

（2）保育課程と指導計画  

（3）保育の計画作成上の留意事項  

7．発達過程に応じた保育と指導計画  

（1）3歳未満児の保育と指導計画  

（2）3歳以上児の保育と指導計画  

8．保育所の健康・安全上の留意事項  

（1）健康上の留意事項  

（2）安全上の留意事項  

9．多様な保育ニーズへの対応上の留意事項  

（1）入所児童の多様な保育ニーズへの対応  

（2）地域における子育て支援  

10．子育てに関する相談援助活動  

（1）子育て支援ニーズと相談援助活動  

（2）相談援助の基本原則  

（3）保育所における相談援助活動  

（4）地域における相談援助ネットワーク  

11．保育所における自己評価  

（1）保育士の自己評価  

（2）保育所の自己評価  

（3）職員の研修と資質の向上  

12．家庭、地域との連携  

（1）保育における連携の意味  

（2）家庭との連携  

（3）幼稚園・小学校との連携  

13．保育士の資質と任務  
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【保育の本質・目的に関する科目】  【保育の本質・目的の理解に関する科目】  

＜科目名＞ 教育原理（講義・2単位）  ＜科目名＞ 教育原理（講義・2単位）  

＜目標＞  

1．教育の意義、目的及び児童福祉とのかかわりについて理解する。   

2．教育の一取乱ヒ歴史的変藩について学び、教育に関する基礎的な喫封こついて理解する。   

3．教育の制度について理解する。   

4．教育実践のさまざまな取り組みについて理解する   

5．生涯学習社会における教育噌迭と課題について理解すも  

＜目標＞  

1．教育の意義・目的及び児童福祉との関連性について理解させる。  

2．教育の基礎的概念、理論、歴史について学び、教育に関する体系的知識を習得させる。  

3．教育の制度と基本的な実践京理及び指導原理について理解させる。  
4．生涯学習社会における教育の在り方について考える。  

5．教育学的な思考や態度を習得させる。  

＜内容＞  

1．教育の意義、目的及び児童福祉との関連性   

（1）教育の意義   

（2）教育の目的   

（3）教育と児童福祉の関連性   

2．教育の思想と歴史的変遷   

（1）諸外国の教育思想と歴史   

（2）日本の教育思想と歴史   

（3）子ども観と教育観の変遷   

3．教育の制度   

（1）教育制度の基礎   

（2）教育法規・教育行政の基礎   

（3）諸外国の教育制度   

4．教育の実践   

（1）教育実践の基礎理論一内容、方法、計画と評価一   

（2）教育実践の多様な取り組み   

5．生涯学習社会における教育喝迷と課題   

（1）生涯学習社会と教育   

（2）現代の教育課唐   

＜内容＞  

1．教育の意義、目的及び児童福祉との関連性  

（1）教育の意義と目的  

（2）教育と児童福祉の関連性  

2．教育の基礎的概念と諸理論  

（1）諸外国の教育理論  

（2）日本の教育理論  

（3）幼児教育の理論  

3．教育の歴史  

（1）諸外国の教育史  

（2）日本の教育史  

（3）子ども歓教育観の変遷  

4，教育の制度  

（1）教育制度の基礎  

（2）教育法規・教育行政の基礎  

（3）諸外国の教育制度  

5．教育の実践  

（1）教育の内容  

（2）教育の方法  

（3）教育指導の原理と形態   

6．生涯学習社会における教育  

（1）生涯学習の基礎  

（2）生涯学習社会における教育   

7．現代の教育問題  



【保育の本質・目的に関する科目】  【保育の本質・目的の理解に関する科目】  

＜科目名＞ 児童家庭福祉（講義・2単位）※科目名変更  ＜科目名＞ 児童福祉（講義・2単位）  

＜目標＞  

1．児童福祉の意義及び歴史的展開過程について理解させる。   

2．児童福祉の法律、制度、福祉機関・施設を体系的に理解させる。   

3．児童福祉サービスの現状と課題を理解させる。   

4．児童福祉の専門職としての保育士の役割を理解させる。   

5．児童、家族に対する相談援助活動について理解させる。  

＜目標＞  

1．現代社会における児童家庭福祉の意義と保育とのかかわりについて理解する。   

2．児童家庭福祉の理念と概念について理解する。   

3．児童家庭福祉の制度や実施体系等について理解する。   

4．児童家庭福祉の現状と課題について理解する。   

5．児童家庭福祉の動向と展望について理解する。  

＜内容＞  

1．児童家庭福祉と保育   

（1）児童家庭福祉の一分野としての保育   

（2）盟垂聖人権擁護と児童家庭福祉   

2．現代社会における児童家庭福祉の意義と歴史的変遷   

（1）児童家庭福祉の理念と概念   

（2）児童家庭福祉の歴史的変遷   

（3）現代社会と児童家庭福祉   

3．児童家庭福祉の制度と実施体系   

（1）児童家庭福祉の制度と法体系   

（2）児童家庭福祉行財政と実施機関   

（3）児童福祉施設等   

（4）児童家庭福祉の専門職・実施者   

4．児童家庭福祉の現状と課題   

（1）少子化と子育て支援サービス   

（2）母御脅威   
（3）多様な保育ニーズへの対応   

（4）児童J抑オレンス   
（5）社会的養護   

（6）障がいのある子どもへの対応   

（7）少年非行等への対応   

5．児童家庭福祉の動向と展望   

（1）次世代育成支援と児撃壷璽福祉の推進   

（2）保育・教育・療育・保鮭・医療等との連携とネットワーク   

（3）諸外国の動向   

＜内容＞  

1．児童福祉の意義とその歴史的展開  

（1）児童福祉の概念  

（2）児童福祉の理念  

（3）現代社会と児童   

2．児童福祉に関する制度と福祉機関・施設  

（1）児童福祉に関する法律  

（2）児童福祉の制度  

（3）児童福祉の機関  

（4）児童福祉の施設  

（5）児童福祉の費用   

3．児童福祉の現状と課題  

（1）少子化と子育て支援サービス  

（2）健全育成  

（3）母子保健  

（4）保育  

（5）養護と虐待の防止  

（6）障害児  

（7）少年非行・情緒障害  

（8）ひとり親家庭  

（9）現代の児童福祉の課題と展望  

（10）諸外国の現状  

4．児童福祉の実践と児童福祉従事者  

（1）児童福祉の専門職  

（2）児童福祉の専門援助技術  

（3）児童福祉サービス関連機関との連携  

5．相談援助活動  
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【保育の本質・目的に関する科目】  【保育の本質・目的の理解に関する科目】  

＜科目名＞ 社会福祉（講義・2単位）  ＜科目名＞ 社会福祉（講義・2単位）  

＜目標＞  

1．現代社会における社会福祉の意義、理念について理解させる。   

2．社会福祉の法体系、制度及び行財政の要旨を理解させる。   

3．社会福祉サービス体系における公私の役割活動について理解させる。   

4．社会福祉陵助技術及び福祉専門職の役割について理解させる。   

5．社会福祉の関連領域一医療福祉・地域福祉・ボランティア活動の概要を把握させる。   

6．現代における利用者保護制度（第三者評価、苦情解決、権利擁護、情報提供等）を理解させる。  

＜目標＞  

1．現代社会における社会福祉の意義と児童家庭福祉とのかかわりについて理解する。   

2．社会福祉の理念と概念について理解する。   

3．社会福祉の制度や実施体系等について理解する。   

4．社会福祉におけ卿1用者の保護にかかわる仕組みについて理解する。   

5．社会福祉の動向と課題について理解する。  

＜内容＞  

1．現代社会と社会福祉の意義  

（1）社会福祉の理念と概念  

（2）社会福祉の対象と主体  

（3）社会福祉ニーズの変容  

（4）社会福祉の発展   

2．社会福祉の法体系と実施体系  

（1）社会福祉法制の体系  

（2）社会福祉のサービス実施体系  

（3）社会福祉サービスの評価と情報提供  

（4）社会福祉の財政と費用負担  

（5）社会福祉サービスにおける公私の役割  

（6）社会保障及び関連制度の概要   

3∫社会福祉援助技術の概要  

（1）社会福祉援助技術の発展経緯  

（2）社会福祉援助技術の形態と方法  

（3）社会福祉援助活動の動向   

4．社会福祉専門職  

（1）社会福祉従事者の概要  

（2）社会福祉従事者の専門性と倫理  

（3）保健・医療関係分野の専Pl粥虻の連携  

＜内容＞  

1．社会福祉と児童家庭福祉   

（1）社会福祉の一分野としての児童家庭福祉   

（2）児童の人権臓獲と社会福祉   

（3）家庭支援と社会福祉   

2．現代社会における社会福祉の意義出廷史的変遷   

（1）社会福祉の理念と概念   

（2）社会福祉の歴史的変遷   

3．社会福祉の制度と実施体系   

（1）社会福祉の制度と法体系   

（2）社会福祉行財政と実施機関   

（3）社会福祉施設等   

（4）社会福祉の専門職・実施者   

（5）社会保障及び関連制度の概要   

4．社会馳こおける相談援助   

（1）相談援助の意義と原則   

（2）相談援助の方法と技術   

5．社会拓姐こおけ酬こかかわる仕組み   

（1）情報提供と第三者評価   

（2）利用者の権利擁護と苦情解決   

6．社会福祉の動向と課題   

（1）少子高齢化社会への対応   

（2）在宅福祉・地嚇融止の推進   

（3）保育・教育・療育・保健・医療等との連携とネットワーク   

（4）諸外国の動向   

5．社会福祉の動向  

（1）少子高齢社会への対応  

（2）在宅福祉・地域福祉の推進  

（3）社会福祉基礎構造改革の進展  

（4）ボランティア活動の推進  

（5）諸外国の動向  

6．利用者保護制度の概要  

（1）第三者評価  

（2）苦情解決  

（3）権利擁護  

（4）情報提供  

4  



【保育の本質・目的に関する科目】  【保育の本質・目的の理解に関する科目】  

＜科目名＞ 社会的養護（講義・2単位）※科目名変更  ＜科目名＞ 養護原理（講義・2単位）  

＜目標＞  

1．現代社会における社会的養護の意義と児童家庭福祉や保育とのかかわりについて理解する。   

2．社会的養護の理念と概念について理解する。   

3．社会的養護の制度や実施体系等について理解する。  

4．社会的養執こおけ世人権擁護及び自立支援等について理解する。   

5．社会的養護の現状と課題について理解する。  

＜目標＞  

1．社会的養護が必要となる養護問題の現状や背景などを理解させる。   

2．社会的養護の体系や児童福祉施設などの役割について理解させる。   

3．児童福祉施設などにおける養護の実際を理解させる。   

4．児童福祉施設援助者としての保育士の役割や援助について理解させる。   

5．児童観や施設養護観を養う。  

＜内容＞  

1．社会的養護と児童家庭福祉   

（1）児童家庭福祉の一分野としての社会的養護   

（2）盟童の権利擁護と社会的養護   

2．現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷   

（1）社会的養護の理念と概念   

（2）社会的養護の歴史的変遷   

3．社会的養護の制度と実施体系   

（1）社会的養護の制度と法体系   

（2）社会的養護の仕組みと実施体系   

（3）家庭的養護と施設養護   

（4）社会的養護の専門職・実施者   

4．施設養護の実際   

（1）施設養護の基本原理   

（2）施設養護の実際一日常生活支援、治療的支援、自己実現・自立支援等－   

（3）施設養護とソーシャルワーク   

5．社会的養護の現状と課頓   

（1）施設等の運営管理   

（2）倫理の確立   

（3）被措置児童等の虐待防止  

＜内容＞  

1．児童養護の概念  

（1）家庭や社会の役割  

（2）社会的養護を必要とする子どもたち  

（3）児童養護の歴史  

（4）児童養護の体系  

家庭、施設、里親   

2．施設における児童養護  

（1）施設養護の特質  

（2）施設養護の基本原理  

個別化、親子関係の尊重と調整、集団の活用   

3．施設養護の実際  

（1）日常生活及び自立に向けての援助  

（2）治療的・支援的援助（一Lの傷を癒したり、心を育むための、また障害を支えるための援助）  

（3）親子関係・学校・地域などとの関係調整   

4．児童福祉施設の運営・管理と援助者  

（1）援助（養護）の理念  

（2）児童福祉施設の運営・管理  

（3）児童福祉施設援助者としての資質  

（4）個別援助技術や集団援助技術などの専門援助技術  

（5）スーパービジョンとチームワーク  

（6）倫理の確立   

5．今後の課題  

（4）社会的養護と地域福祉   

5  



【保育の本質・目的に関する科目】  

＜科目名＞ 保育者論（講義・2単位）※新設  

＜目標＞  

1．保育董の役割と倫理について理解すも   

2．保育萱の制度的な位置づけを理解すも   

3．保育董の専門性について考察し、理解すも  

キ保育者の協跡こついて理解す左   

5．保育者の専門職的鹿討こついて理解する。  

（4）保育の省察  

■（5）自己評価と専門性の向上  

4．保育者の協働  

（1）同僚との協働  

（2）他の専門職及び専門機関との連携  

（3）保護者及び地域社会との協働  

（4）家庭的保育者等との連携  

5．保育者の専門職的成長  

（1）保育萱としての成長  

（2）人間としての成長  

（3）保育者としてのアイデンティティ   
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【保育の対象の理解に関する科目】  【保育の対象の理解に関する科目】  

＜科目名＞保育聖心理学Ⅰ（講義・2単位）※新設  ＜科目名＞発達心理学（講義・2単位）  

＜目標＞  

1．保育実線こかかわる心理学の知識を習得する。  

2．子どもの発達龍鱒再婚心理学の基礎を習得し、子どもへの理解を深める。   

3．子岬蛸叶る。  

生」生涯発達の観点から発達のプロセスや初期経験の重要性について理解し、保育との関連を考察する。  

＜目標＞  

1．保育は子どもがよき大人に発達するように援助する営みである。その子どもの発達について理解させ  

る。   

2．人間の受精・誕生カゝら死までの発達を理解させる。   

3．発達期の特徴を理解させる。   

4．子どもの将来に影響を及ぼす保育士と子どもとの連鎖的関係を理解させる。   

5．「保育所保育指針」の発達項目を理解させる。  

＜内容＞  

1．保育と心理学   

（1）子どもの心の理解と発達観・保育観   

（2）自我と感情の発達   

（3）自尊感情と自己評議の発達  

＜内容＞  

1．発達心理学の方法と考え方  

（1）何のために発達心理学を学ぶか  

（2）一人一人の子どもの発達を正確にとらえる必要性を理解させる。  

（4）自己表出と自己表現  

2．発達の理論と子ども理解  

（1）子どもの発達と環境  

（2）発達の理解と診断  

（3）身体的機能と運動機能の発達  

（4）知覚・靂麺空発達  

（5）言語の発達  

（6）社会性の発達  

3．脚の発達  

（1）基本的信頼感の獲得   

や）他者とのかかわり  

（3）社会的相互作用  

4．生涯発達と初納経験の重要性  

（1）胎児期及び新生児期の発達  

（2）乳幼児期の発達  

（3）学童期から青年期の発達  

（4）成人期、老年期の発達  

（5）生馳保育   

（3）人間の発達を生涯発達的な視点からとらえ、それぞれの「発達段階」を理解させる。  

2．初期経験の重要性  

（1）知能・性格・感情の基本を形成する乳幼児期の経験について理角経せる。  

（2）野生児の事例、動物実験の事例から発達の課題について理解させる。  

3．発達期の特徴  

（1）胎児期  

（2）新生児期  

（3）乳児期  

（4）幼児期  

（5）児童期  

（6）青年期  

（7）成人期から老人期  

4．乳幼児期における発達援助のあり方（保育所保育指針の発達項目）  青原理2一（4）へ  

育実習Ⅰ3－（2）ヘ  

音内容総論3－（1）（2）へ  
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【保育の対象の理解に関する科目】  【保育の対象の理解に関する科目】  

＜科目名＞ 教育心理学（講義・2割出  ＜科目名＞保育空心理学Ⅱ（演習・1単位）※新設   

＜目標＞  ＜目標＞   

1．養護とともに保育を構成する要素としての教育の過掛こおける心理学的法則や事実の理解及び、より  1．子どもの一h身の発達と保育実践について理解を深める。  

効果的な保育を展開するために教育心理学の基本的事項について理解させる。  

2．生涯発達的観点により幼児期から青年期までの保育と教育の関連を把握できるようにするとともに、子  2．生活と遊びを通して学ぶ子どもの経験や学習の過程を理解する。  

ども一人一人の発達に対応した教育的対応についての理解を深めさせる。  

3．子育て支援の一環としての保育における教育的要素に関する相談に対応できる能力を養成する。  3．保育における発達援助について学ぶ。   

＜内容＞  ＜内容＞  

1．教育心理学とは何か  ■1．子どもの発達と保育実践  

（1）教育心理学とは何か  （1）子ども理解におけ、  

（2）個人差や発達過払こ応じた保育  

（3）身体感覚を伴う多様モ の相互作用  

（2）保育における教育心理学→保育心理学Ilへ  包子どもと保育者の関係性   

（3）教育心理学の方法  ■上辺子ども相互のかかわりと関係作り   

2．発達  l也自己主張と自己統制   

（1）生涯、        ■保育心理学床育Ⅰ4－（6）へ  ■（7）子ども集団と保育の環境  

2   2．生活や遊びを通した学びの過程  

（3）発達課題と個人差    l障がい児保育へ  （1）子どもの生活と学び   

3．学習  （2）子どもの遊びと学び  

（3）生涯にわたる生きる力の基礎を培う  

（1）学習の過程  3．保育における発達隆助   

（2）学習の理論  （1）基本的生活習慣噸整と発達匪助   

保育心理学Il、2－（1）（4）（5）へ  l（2）自己の主体性の形成と発達匪助   

（1）知能と学力  （3）発達課題に応じたかかわりと援助   

保育心酔Ⅰ2‾（2）へ  （4）、L  支援  4．知的能力と人格                 ‡…；芸芸芸」■  （5）発達艶軌こおける協働   

5．集団と個人   （6）現代社会における子どもの発達と保育の課塔   

育▼おけ集団と個人  

′ロ士細n′小  
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【保育の対象の理解に関する科目】  【保育の対象の理解に関する科目】  
＜科目名＞ 小児保健（講義・実習5単位）  ＜科目名＞児童の保健Ⅰ（講義・4単位）※科目名変更  

＜目標＞  

1．生命の保持と情緒の安定を図る保育における小児の健康の意味を欝識し、保育実践における保健活動   

の重要性を理解させる。  
2．今日、発生している小児の一h身の健康問穎の原因が、養育環境や養育方法に有ることを認識し、それら   

の問題に適切に対処できるようにさせる。  

3ノJ、児の健康状態を、個人生活と保育生活等の集団生活のレベルで理解させる。  

4．小児の疾病異常や事故の特徴とその予防について理解し、さらに緊急時の基礎的対応を可能にさせる。  

5．小児の健康が家庭や地域との密接な関係があることを認識し、家庭や地味との連携を通じた保健活動の   

重要性を理解させる。  

＜目標＞  

1．子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解する。  

2．子どもの身体発育や生理機能及び運動機能並びに精神機能の発達と保健について理解する。  

3．子どもの心身の疾病等と適切な対応について理解する。   

4．保育における環境及び衛生管理並びに安全管理について理解する。   

5．施設等における子どもの心身の健康及び安全の実施体制について理解する。  

＜内容＞  

1．子どもの健康と保健の意義   

（1）生命の保持と情緒の安定に係る保健活動の意義と目的   

（2）健康の概念と健康指標   

（3）地域における保健活動と児童虐待防止   

2．子どもの発育・発達と保健   

（1）生物としてのヒトの成り立ち   

（2）身体発育と保健   

（3）生理機能の発達と保健   

（4）運動機能の発達と保健   

（5）精神機能の発達と保健   

3．子どもの疾病と保育   

（1）子どもの健康状態の把握と主な疾病の特徴   

（2）子どもの疾病の予防と適切な対応   

4．子どもの精神陳陸   

（1）子どもの生活環境と精神陳陸  

＜内容＞  

1．小児の健康と小児保健の意義と目的  

（1）小児の健康の定義と健康に影響する要因  

（2）小児の健康と保育との関係  

（3）小児の健康と家庭・地域の関連  

（4）小児の健康指標と小児保健水準  

2ノJ、児の発育・発達と生活の支援  

（1）身体発育の特徴とその評価  

（2）精神運動機能発達の特徴とその評価  

（3）生理機能と小児の生活  

（4）発育・発達を促す保育の実際  

† 

6．事故と安全対策  

（1）小児の事故の特徴  

（2）事故と心身の被害と救急処置  

（3）事故防止対策と安全教育  

（4）事故や災害と精神操健  

児童の保健  

Ⅱ－4  

7．児童福祉施設における保健対策  

（1）児童福祉施設における保健活動の基本的方針  

（2）各種の児童福祉施設の特徴と健康管理の実際  

（3）保健活動における連携  

8．母子保健対策と保育  

（1）地域・母子保健の意義  

（2）母子保健サービスの実際  

（3）母子保健サービスと保育との連携  の よ  

3．小児の食生活と栄養  

（1）小児の栄養の意義  

（2）小児各時期の食生i昔   

児童の食と栄養  

4．′h身の健康増進の意義とその実践  

（1）小児各時期の健康づくりの意義  

（2）小児各時期の健康づくりの実践  

5．小児の疾病とその予防対策  

（1）小児期の健康状態の評価  

（2）小児の疾病の特徴と小児期に多く見られる疾病  

（3）心身の状態と保育現場で必要な応急処置  

（4）予防接種  

（5）養育上聞題と心身の健康  

（6）疾病異常と支援体制  

（2）子凹）の心の健康とその課題  

5．環境及び衛生管理並びに安全管理  

（1）保育環境整備と保健  

（2）保育現象における衛生管理  

（3）保育鄭掛こおける事故防止及び安全対策並びに危機管理  

6．健康及び安全の実施体制  

（1）職員間の連携捌戟的取組  

（2）母子保健対策と保育  

（3）家庭・専門機関・地域との連携   

児童の保健  

Ⅱ－3  
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【保水の対象の理解に関する科目】  【保育の対象の理解に関する科目】   

＜科目名＞精神陳陸（講義・2単位）  ＜科目名＞児童の保障Ⅱ（演習・1単位）  

＜目標＞  ＜目標＞   

1ノト児の精神発達の様相とそれを促す適切な保育のあり方を理解させる。  1．子どもの健康及び安全に係る保健活動の計画及び評価を行う。   

2．虐待、いじめ等の心の健康障害の実態を認識しへ保育における適切な対処のあり方について理解させ  2．子どもの健康増進及び心身の発育・発達を促す保健活動や環境を考える。   

る。  

3．単に精神医学的対応のみならず、小児各時期の健全育成を基盤とした保育の必要性を理解させる。  3．子どもの疾病とその予防及び適切な対応について具体的に学ぶ。   

4ノ小児の心の健康に関して家庭・地域・保育の連携の重要性を理解させる。  4．救急時の対応や事故防止、安全管理について具体的に学ぷ。  

5．現代社会における心の健康問題や地域保健活動等について理解する。   

＜内容＞  ＜内容＞   

1ノJ、児の精神機能発達と精神保健  児童の保健  1．保階舌動の計画及び評価   

（1）精 、榊催系器官の成熟    ■Ⅰの2一（5）へ  （1）保健計画の作成と活用   

（2）心の健康に影響する要因  （2）保健活動の記録と自己評価   

2ノ小児の生活環境と精神保健  （3）子どもの保健に係る個別対応と子ども集団全体の健康と安全・衛生管理   

J 
燵Ⅰの4へ  2．子どもの保健と環境  

機 （1）保健における養護と教育の一体性  

（3）社会環境と小児期の精神保健  （2）子どもの健康増進と保育の環境   

3．小児各時期の精神保健  （3）子どもの生活習慣と心身の健康   

（1）身体と精神保障の関係  （4）子どもの発達匪助と保健活動   

（2）乳児期の精神保障  保育心理学Ⅰの4へ  3．子どもの疾病と適切な対応   

（3）幼児期の精神保障  
（1）体許不良や傷害が発生した場合の対応   

（4）学齢期の精神陳建  （2）感染症の予防と対策  

（5）思春期の精神保健  
（3）個別的な配慮を必要とする子どもへの対応（慢性疾患、アレルギー性疾患等）   

4．小児の心の健康障害  （4）乳児への適切な対応   

（1）小児各時期の精神障害の特徴  （5）障がいのある子どもへの適切な対応   

（2）心の健康障害と小児の養育のあり方  

l  す 4－（2）（3）（4）  4．事故防止及    巨   

5．小児期の精神保健活動  障がい児保育  （1）事故防止及び健康安全管理に関する組織的取組   

（1）精神医学と保育の連携  家庭支援論3、4の関連  （2）救急処置及び救急蘇生法の習得（3）保育における看護出芯急処置   

育て 

‡  

（3）災害への備えと危機管理  

5．心とからだの健康問題と地域保健活動  

（4）地域精神保健活動と保育  （1）子どもの養育環境と心の健康間昏  

（2）心とからだの健康づくりと   
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【保育の対象の理解に関する科目】  【保育の対象の理解に関する科目】  

＜科目名＞児童の食と栄養（演習・2単位）※科目名変更  ＜科目名＞ 小児栄養（演習・2単位）  

＜目標＞  

1．健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学ぶ。  

2．子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深める。   

3．食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化とのかかわりの中で理解する。   

4．家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。   

5．特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する。  

＜目標＞  

1ノ」、児期の栄養と食生活は生涯にわたる健康と生活の基礎であることを理解レJ、児期から成人にいたる  

一貫した食生活の意義を理解させる。   

2．保育者として、保育との関連のなかで、小児に適切な食事が提供できることの意義を理解させる。   

3．保育者として、保育における食生活が心の健康にも影響することを理解させる。   

4．食生活が、家族の健康や生活、地域との密接な関係があることを理解させる。   

5．食生活を通じて、生活全般や環境の望ましい姿を理解させる。  

＜内容＞  

1．子どもの健康と食生活の意義   

（1）子どもの心身の健康と食生活   

（2）子どもの食生活の現状と課題   

2．栄養に関する基本的知識   

（1）栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能   

（2）食事摂取基準と献立作成・調理の基本   

3．子どもの発育・発達と食生活   

（1）乳児期の授乳・離乳の意義と食生活   

（2）幼児期の心身の発達と食生活   

（3）学童期の心身の発達と食生活   

（4）生涯発達と食生活   

4．食育の基本と内容   

（1）食育における養護と教育の一体性   

（2）食育の内容と計画及び評価   

（3）食育のための環境   

（4）地域の関係機関や随員間の連携   

（5）食を通した保護者への支援   

5．家庭や児童福祉施設における食事と栄養   

（1）家庭における食事と栄養   

（2）児童岳祉施設における食事と栄養   

6．特別な配慮を要する子どもの食と栄養   

（1）体調不良の子どもへの対応   

（2）食物アレルギーのある子どもへの対応   

（3）障がいのある子どもへの対応   

＜内容＞  

1．小児の健康な生活と食生活の意義  

（1）小児の心身の健康や生活と食生活の関係  

（2）家庭・地域における食生活の実態と小児の食  

生活   

2．小児の発育・発達と食生活  

（1）身体発育・精神運動機能発達と栄養・食生活  

（2）食べる機能・ざ酎ヒ吸収機能発達と栄養・食生  

活   

3．栄養に関する基本的知識  

（1）栄養素、栄養生理、代謝に関する基本的知識  

（2）栄養所要量の意義とその活用  

（3）小児の集団生活と献立作成・調理の基本  

（4）栄養状態の評価   

4．妊娠・授乳期の食生活  

（1）妊娠のメカニズムと正常な妊婦の食生活  

（2）母乳分泌と母乳分泌促進の食生活  

（3）妊娠・分娩の異常と食生活  

（4）胎児と食生活   

5．乳児期の食生i舌  

（1）乳児期の心身の特徴と食生活の関係  

（2）乳汁栄養（母乳栄養・人工栄養・混合栄養）  

（3）離乳の意義とその実践  

（4）乳児期の栄養上の問題と健康への対応   

6．幼児期の食生活  

（1）幼児期の心身の特徴と食生活の関係  

（2）幼児期の食生活の特徴とその実践  

（3）間食の意義とその実践  

（4）幼児期の栄養上の問題と健康への対応  

7．学齢期・思春期の食生活  

（1）学齢期・思春期の心身の特徴と食生活  

（2）学齢期・思春期の具体的な食生活  

（3）学校給食と栄養教育  

8．小児期の疾病と食生活  

（1）′J、児の疾病の特徴と食生活  

（2）摂食障害と食生活のあり方  

（3）症状別の食生活  

（4）食事療法  

（5）不適切な食生活七陸康障害  

9．障害をもつ小児の食生活  

（1）障害の特徴と食生活  

（2）障害児の食生活の実際  

10．児童福祉施設における食生活  

（1）児童福祉施設の特徴と食生活の基本  

（2）児童福祉施設の給食の基本的方針  

（3）食事による健康障害とその予防  

（4）栄養・食生活に関する教育や指導  
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【保育の対象の理解に関する科目】  【保育の対象の理解に関する科目】  

＜科目名＞家庭支援論（講義・2単位）※科目名変更  ＜科目名＞ 家族陵助論（講義・2単位）  

＜目標＞  

1．保育所のもつ「子育て支援」を重要な社会的役割として理解し、児童・親を含めた家族が保育の対象で  

あることを理解させる。   

2．「子育て支援」は保育所だけでなく、その他の児童福祉施設の親についても同様に必要とされることを  

理解させる。   

3．現在の家族を取り巻く社会県境における家庭生活、とくにその人間関係（夫婦・親子・きょうだい）のあり  

方を理解すること及びそれをふまえて適切な「相談・助言」を行うことは「子育て支援」のために欠かせ  

ないものであることを理解させる。   

4．1～3を踏まえ、それぞれの家族のニーズに応じた多様な支援対策を提供するため、児童福祉の基礎  

となる家族の福祉を図るための種々の援助活動及び関係機関との過勤こつい礫せる。  

4．子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開と関係機関との連勝について理解する。  

＜内容＞  

1．家庭支援の意義と役割   

（1）家臓駿能   

（2）家庭支援の必要性   

上塾保育士が行う家庭支援の原理   

2．家庭生活を取り巻く社会的状況   

（1）家庭における人間関係   

（2）地願二会の変容と家庭支援   

上迫男女共同参画社会とワークライフバランス   

3．子育て家庭の支援体制   

立と子育て家庭の福祉を図るための社会資源   

上塾享育て支援施策・次世代育成支援施策の推進   

4，多様な支援の展開と関係機関との連跨   

（1）子育て支援サービスの概要   

（2）保育所入所児童の家庭〈の支援i   

（3）地域の子育て家庭への支援   

（4）要保護児童及びその家胞に対する支援   

上塾子育て支援における関係機溺との連携   

（6）子育て支援サービスの課題  

＜内容＞  

1．家族とは何か  

（1）家族の意味（定義）  

（2）家族の機能   

2．家族をとりまく社会的状況と支援体制  

（1）都市化  

（2）核家族化・少子化  

（3）男女共同参画社会の進展  

（4）家族の福祉を図るための社会資源   

3．今日における家族生活（家族関係）  

（1）夫婦関係（子どもから見た両親のあり方）  

（2）親子関係  

（3）きょうだい関係   

4．「子育て支援」としての家族対応  

（1）「子育て」からみた家族の課額  

（2）子育て支援の意義  

（3）子育て支援サービスの範囲  

（4）「相談・助言」という「子育て支援」  

（5）虐待などへの対応  

（6）子育て支援サービスの課題  

（7）子育て支援サービスの具体的展開  

（8）子育て支援における関係機関との連携  

L。   



【保育の内容・方法に関する科目】  

＜科目名＞保育課程論 （講義・2制動 ※新設  

＜目標＞  

1．保育内容の充実と質の向上に資する保育の計画と評価について理解する。   

2．保育課程の編成と指導計画の作成について具体的に理解する。   

3．計画、実践、省察・評価、改善の過程についてその全体構造を動態的にとらえ、理解する。  

＜内容＞  

1．保育の計画と評価の基本   

（1）カリキュラムの基礎理論   

（2）保育所における保育の計画と評価の意義   

（3）保育所以外の児童福祉施設における計画と評価の意義   

（4）計画、実践、省察・評価、改善の過程の循環による保育の質の向上   

2．保育所における保育の計画   

（1）保育所保育指針と幼稚園教育要額   

（2）保育課程と指導計画   

（3）保育課程の編成   

（4）指導計画（長期的・短期的）の作成と作成上の留意事項   

3．保育の計画の実際   

（1）保育課程の実際   

（2）指導計画の実際   

4．保育所における保育の評価   

（1）保育哩記録   

（2）保育士及び保育所の自己評価   

（3）保育の計画の再編成  

（4）生活と発卿妨摘要録   
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【保育の内容・方法に関する科目】  【保育の内容・方法の理解に関する科目】  

＜科目名＞保育内容総論（演習・1単位）※保育内容を分割  ＜科目名＞ 保育内容（演習・6単位）  

＜目標＞  

1．保育所保育指針における「保育の目標」、「子どもの発達」、「保育の内容」を関連付けて保育内容を理解   

するとともに、保育指針の各章のつながりを読み取り、保育の全体的な構造を理解すも  

2．保育内容の歴史的捲こついて学び、保育内容について朝魅  

3．子どもや子ども集団の発達の特性や発達過程を踏まえ、観察や記録の観点を習得し、保育内容と子ども   

理解とのかかわりについて学ぶ。  

4．子どもの生活全体を通して、養護（生命の保持、情緒の安定）と教育（健康・人間関係・環境・言葉・表現）   

が一体的に展開することを具体的な保育実践につなげて理解すも  

5．保育の多様な展開について具体的に学ぶ。  

＜目標＞  

1．「保育内容」とは、保育所において保育の目標を達成するために展開される全ての内容を意味するもの  

であることを理解させる。   

2．領域別（健康・人間阻除・環境・言葉・表現）の教科の学びと共に、それらを総合的にとらえる視点を養  

い、保育の全体構造の理解に基づいて、子どもの理解や保育方法について学ばせる。   

3．保育士として、発達過程に即して子ども理解することと、総合的に指導・援助が行えるよう実践的な力を  

習得させる。   

4．「保育内容」は、5領域を視野に入れた教科（5領域に区分、5領域にとらわれず区分のいずれも可）と、  

それらの教科を統合する「保育内容総論」から構成されることが望ましい。  

＜内容＞  

1．保育の基本と保育内容  

（1）保育所保育指針に基づく保育の基本及び保育内容の理解   

（2）保育の全体構造と保育内容   

2．保育内容の歴史的変遷  

3．保育内容と子ども理解  

（1）子どもの発達の特性と保育内容  

（2）鵬保育内容  
（3）保育における観察  

k）保育における記録  

4．保育の基本を踏まえた保育内容の展開  

（1）養護と教育が一体的に展開する保育  

金環境を通して行う保育  

上塾遊びによる総合的な保育  

（4）生活や発達の連続性に考慮した保育  

（5）家庭、地味、小学校との連携を踏まえた保育  

5．保育の多様な展開  

（1）乳児保育  

（2）長時間の保育  

（3）特別な支援を必要とする子どもの保育  

（4）多文化共生の保育   

＜内容＞  

1．保育の基本と保育内容  

（1）保育の基本と内容・方法を理解させる   

（2）全体構造の中で保育内容をとらえる  

2．保育内容の歴史的変遷   

3．子どもの発達と保育内容  

6．保育内容の課題  

（1）多様な保育ニーズへの対応と保育内容  

（2）幼稚園・小学校との連携  

（3）保育内容を学び・研究する保育者  

（1）子どもの発達の捉え方と保育内容  

（2）保育所保育指針の発達観  

（3）保育所保育指針での保育内容の構成   

ア養護に関わるねらい及び内容 イ教育に関わるねらい及び内容   

り養護と教育の一体性  

4．子どもの活動と保育環境・子どもの活動と援助  

（1）子どもの活動の捉え方と環境  

（2）保育の環境とは・環境構成とは  

（3）保育者の援助とは  

（4）遊びを通しての総合的指導とは  

5．保育の計画と評価  

（1）保育課程の編成  

（2）指導計画の作成  

（3）保育の展開と自己評価  
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【保育の内容・方法に関する科目】  

＜科目名＞保育内容演習（演習・5鞠阻  

＜目標＞  

1．養護と教育l功ゝかわる保育の内容が、それぞれに関連性を持ち、総合的に保育を展阿しnくための知   

識、技術、判断力を習得する。  

2．子どもの発達を「健康・人間関係・環境・言葉・表現」の5領域の観点から捉え、子ども理解を深めながら保   

育内容について具体的に学ぶ。  

＜内容＞  

以下の観点から、総合的に保育内容を理解する。  

1．子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助やかかわりである「養護」  

2．子どもが健やかに成長し、その活動がより豊かに展開されるための発達の援助である「教育（健康、人間   

関係、環境、言葉及び表現の5領域）」   

①健康な心と休を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う「健康」の領域。   

②他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、人とかかわる力を養う「人間関係」の領   

塊   

③周囲の様々な環境に好奇心や探究心を持ってかかわり、それらを生活に取り入れていこうとする力を養   

う「環境」の領域，   

④経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を   

育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う「言葉」の領域。  

⑤感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を   

豊かにする「表現」の領域   
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